
何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

ー
巻
七
ー
一
二
七
八
番
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー

北　
谷
　
幸
　
冊

　萬
葉
集
巻
七
は
、
雑
歌
・
警
喩
歌
・
挽
歌
の
部
立
の
も
と
に
三
五
〇
首
を
収
め
て
い
る
。
長
歌
は
一
首
も
な
く
、
短
歌
三
二
四
首
・
旋

頭
歌
二
六
首と
い
う
の
が
歌
体
の
上
で
の
内
訳
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
作
者
不
明
の
歌
で
、
次
の
、

　
　
ナ
ツ
カ
ゲ
ノ
　
　
ツ
マ
ヤ
ノ
ノ
タ
ニ
　
　
キ
ヌ
タ
ツ
ワ
ギ
モ
　
　
ウ
ラ
マ
ケ
テ
　
　
ワ
ガ
タ
メ
タ
タ
パ
　
　
ヤ
ヤ
オ
ホ
ニ
タ
テ

　
　夏
影
　
房
之
下
週
衣
裁
吾
妹
裏
儲
　
吾
為
裁
者
差
大
裁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
ー
一
二
七
八
）

は
、
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ
」
と
左
注
す
る
二
三
首
の
旋
頭
歌
群
の
な
か
の
一
首
。
人
麻
呂
自
身
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
は
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

疑問
で
あ
る
が
、
男
性
の
立
場
か
ら
の
作
で
あ
る
。
諸
説
を
検
討
し
な
が
ら
、
こ
の
一
首
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝　

「夏
影

　
房
之

下通
」
に
つ
い
て

　諸
注
ナ
ツ
カ
ゲ
ノ
と
訓
ん
で
い
る
初
句
「
夏
影
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
『
略
解
』
に
「
ナ
ツ
カ
ゲ
は
、
暑
き
日
影
を
隔
つ
る
所
を
言
ふ

か
、
さ
れ
ど
猶
穏
か
な
ら
ず
。
誤
字
有
ら
ん
か
、
考
ふ
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
け
る
本
文
の
異
同
を
み
る
と
、
温
故
堂

本
に
「
願
」
（
↓
と
あ
る
ほ
か
は
「
影
」
（
『
校
本
萬
葉
集
』
）
と
あ
っ
て
、
「
夏
影
」
は
、
「
夏
の
日
陰
。
夏
の
木
陰
。
」
（
『
時
代
別
国
語
大

辞典
上
代
篇
』
）
の
意
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
四
季
を
表
わ
す
「
春
」
・
「
秋
」
・
「
冬
」
の
語
を
直
接
「
影
」
に
続
け
た
例
は
集
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
か
ら
あ
ゐ

みえ
な
い
。
「
秋
去
者
　
影
毛
将
レ
為
跡
　
我
が
蒔
き
し
韓
藍
の
花
を
誰
か
摘
み
け
む
」
（
巻
七
ー
一
三
六
二
）
は
近
い
例
で
、
『
全
註
稗
』

は

「秋さ
ら
ば
影
に
も
せ
む
と
」
と
訓
ん
で
い
る
。
「
夏
影
」
は
、
こ
と
に
日
ざ
し
の
強
い
夏
の
用
語
で
あ
っ
た
。

何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か



何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

　第
二
句
の
「
房
之
下
週
」
に
つ
い
て
は
、
元
暦
校
本
・
古
葉
略
類
聚
抄
・
神
田
本
に
は
「
週
」
と
あ
る
（
『
校
本
萬
葉
集
』
）
箇
所
を
、

古
写
本
の
多
く
が
「
庭
」
と
表
記
し
て
い
る
。
先
に
も
あ
げ
た
『
略
解
』
に
、
「
週
を
今
本
庭
に
作
る
は
誤
れ
り
。
元
暦
本
に
拠
り
て
改

む
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
、
現
在
の
諸
注
釈
書
は
「
週
」
と
し
て
い
る
。
句
中
の
コ
房
」
は
、
『
倭
名
類
聚
⑨
」
に
コ
房
　
稗
名
二
云
フ
、

房
鵠
勲
俗
．
云
．
妾
也
。
在
ユ
室
之
両
方
く
也
」
と
あ
り
、
『
類
聚
名
義
抄
』
（
法
・
下
九
三
）
に
は
「
ネ
ヤ
」
の
訓
み
を
記
す
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
句
に
つ
い
て
は
ネ
ヤ
ノ
シ
タ
：
不
ヤ
ノ
モ
ト
と
の
異
訓
が
あ
る
。
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
日
ツ
マ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
　
塙
本
、
小
学
館
全
集
本
、
鶴
山
桜
楓
社
本
、
旺
文
社
文
庫
本
、
新
潮
社
集
成
本
、
岩
波
大
系
本
、
中
西
蛭
頬
雌

　
　
　
本
、
窪
田
評
繹
、
全
註
繹
、
注
澤
、
全
注
（
渡
瀬
）

　
　
ロ
ネ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
　
　
略
解
、
古
義
、
新
校
、
私
注

　
　
日
ネ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
ハ
　
管
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
⑲

ネ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
テ
拾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
⑥
ネ
ヤ
ノ
モ
ト
ニ
　
　
全
稗
、
総
繹
、
金
子
評
繹

　
　
㈹　
「
ネ
ヤ
ノ
モ
ト
ニ
テ
」
力
　
代
精

　
　
㊤　
「
ネ
ヤ
ノ
モ
ト
ニ
ハ
」
力
　
童

　
　
内

マド
ノ
モ
ト
ニ
　
井
上
新
考
（
コ
房
」
は
、
「
窓
」
の
誤
字
か
と
す
る
。
）

　

『注繹
』
は
、
ツ
マ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
と
訓
む
『
全
註
繹
』
・
『
岩
波
大
系
本
』
の
説
を
あ
げ
た
後
、
「
む
し
ろ
『
へ
や
』
な
ど
と
訓
む
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
が
、
そ
の
例
無
く
、
姑
く
ツ
マ
ヤ
と
訓
む
に
従
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
二
七
八
番
歌
を
含
ん
で
集
中
六
例
を
数
え

る
ツ
マ
ヤ
の
語
を
含
む
歌
に
、

　
　家
に
行
き
て
い
か
に
か
我
が
せ
む
枕
つ
く
都
摩
夜
さ
ぶ
し
く
思
ほ
ゆ
べ
し
も



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
山
上
憶
良
ー
（
五
1
七
九
五
）

　
　
い
き
ど
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
…
憤
る
　
心
の
内
を
　
思
ひ
延
べ
　
嬉
し
び
な
が
ら
　
枕
つ
く
　
都
麻
屋
の
内
に
　
と
ぐ
ら
結
ひ
　
す
ゑ
て
そ
我
が
飼
ふ
　
…

◆　
・
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
大
伴
家
持
ー
（
一
九
ー
四
一
五
四
）

と
の
一
字
一
音
で
の
仮
名
表
記
の
例
が
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
わ
ぎ
も
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　…
…
　
我
妹
子
と
　
二
人
我
が
寝
し
　
枕
つ
く
　
嬬
屋
の
う
ち
に
　
昼
は
も
　
う
ら
さ
び
暮
ら
し
　
夜
は
も
　
息
づ
き
明
か
し
　
…

．　
・
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
柿
本
人
麻
呂
1
（
ニ
ー
二
一
〇
）

　
　…
…
　
枕
つ
く
　
嬬
屋
の
う
ち
に
　
昼
は
　
う
ら
さ
び
暮
ら
し
　
夜
は
　
息
づ
き
明
か
し
　
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
〈
或
本
の
歌
＞
1
（
二
ー
二
二
三
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
　
ゆ
ふ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
げ

　
　
…
…
言
は
む
す
べ
　
せ
む
す
べ
知
ら
に
我
妹
子
と
さ
寝
し
妻
屋
に
　
朝
に
は
出
で
立
ち
偲
ひ
　
夕
に
は
入
り
居
嘆
か

　
　
ひ
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
高
橋
朝
臣
－
三
丁
四
八
こ

に

は

「
嬬屋
」
・
「
妻
屋
」
の
表
記
が
あ
っ
て
、
ツ
マ
ヤ
は
夫
婦
の
寝
る
室
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
岩
波
大
系
本
』
が
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

『説
文
』
（
十
二
上
）
に
「
房
、
室
在
レ
妾
也
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
も
と
も
と
は
、
家
の
端
に
作
ら
れ
た
「
端
家
」
の
義
で

あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
夫
婦
が
結
婚
生
活
を
営
む
た
め
に
母
屋
の
わ
き
に
建
て
た
離
れ
屋
の
意
で
、
そ
れ
が
木
の
陰
に
な
っ
て
い
る
所
に
位

置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
句
は
、
次
句
の
「
衣
裁
吾
妹
」
に
続
い
て
三
句
で
切
れ
る
。
寛
永
本
に
は
コ
ロ
モ
タ
ツ
ワ
ギ
モ

（
『校
本萬
葉
集
』
）
と
あ
っ
て
、
タ
ツ
は
、
布
を
切
る
こ
と
。
『
倭
名
類
聚
紗
』
に
は
裁
縫
具
と
し
て
「
毛
乃
太
知
加
太
奈
」
（
も
の
た
ち

何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か



何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

かた
な
）
が
み
え
る
。
当
時
は
小
刀
の
よ
う
な
刃
物
で
布
を
裁
ち
、
鋏
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
理
由
を
岡
本
誠
之
氏
は
、

「古
代
の
日
本
服
の
形
状
は
直
線
の
綜
合
に
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
直
線
裁
ち
の
場
合
に
は
、
は
さ
み
よ
り
も
小
刀

のよ
う
な
刃
物
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
重
宝
だ
っ
た
」
（
2
）
と
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ぎ
も

　
以
上第
三
句
ま
で
は
、
「
夏
の
木
陰
に
な
っ
て
い
る
所
の
、
つ
ま
屋
の
下
で
衣
を
裁
っ
て
い
る
吾
妹
よ
」
と
、
針
仕
事
を
し
よ
う
と
し

て

いる
女
性
に
呼
び
か
け
て
い
る
趣
で
あ
る
（
3
＞
。

一

一　
「
裏
儲
」
に
つ
い
て

　第
四
句
の
「
裏
儲
」
に
つ
い
て
は
、
『
井
上
新
考
』
に
「
金
儲
の
誤
に
て
ア
キ
マ
ケ
テ
な
る
べ
し
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
『
金
子
評
繹
』

が従
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
『
代
匠
記
』
・
『
拾
穂
抄
』
・
『
略
解
』
・
『
古
義
』
を
は
じ
め
と
し
て
現
在
の
注
釈
書
の
多
く
が
ウ
ラ
マ
ケ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
と
訓
ん
で
い
る
。
ウ
ラ
マ
ケ
テ
と
の
訓
み
に
従
う
こ
と
に
し
て
、
そ
の
解
く
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
「
裏
地
を
用
意
し
て
」
の
意
（
⇔
）
　
　
　
　
一

と
す
る
諸
注
と
、
ウ
ラ
に
は
「
心
」
の
意
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
心
づ
も
り
を
し
て
」
の
意
（
口
）
と
解
す
る
諸
注
と
の
、
大
き
く
二
つ

に

分け
ら
れ
る
。
『
代
匠
記
』
精
に
は
、
「
衣
ノ
裏
ヲ
儲
置
テ
ト
云
ヘ
ル
カ
。
又
裏
ハ
心
ニ
テ
用
意
シ
テ
ト
云
ニ
ヤ
。
ニ
ツ
ヲ
兼
テ
見
ル
ヘ

シ
」
と
説
い
て
い
る
。
諸
注
釈
書
が
、
日
・
口
の
い
ず
れ
に
重
き
を
置
い
て
こ
の
句
を
解
釈
し
て
い
る
か
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

　
　
日ウ
ラ
は
衣
の
裏
地
↓
「
裏
地
を
用
意
し
て
」
の
意

　
　
　
　
略解
・
古
義
・
全
繹
・
線
繹
・
岩
波
大
系
本
・
小
学
館
全
集
本

　
，
日
ウ
ラ
に
心
の
意
を
に
お
わ
す
。

　
　
ロウ
ラ
は
心
↓
「
心
用
意
し
て
」
・
「
心
づ
も
り
し
て
」
の
意



　
　
　
　全
注稗
・
注
稗
・
窪
田
評
繹
・
私
注
・
旺
文
社
文
庫
本
・
中
西
験
嶽
繊
本

　
”

ロウ
ラ
に
衣
の
裏
地
の
意
を
に
お
わ
す
。

　
　
　
　
新潮
社
集
成
本
・
全
注
（
渡
瀬
）

　
　
〈注
・
項
目
と
し
て
設
け
た
，
山
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
注
釈
書
は
見
当
ら
な
い
。
〉

　と
こ
ろ
で
、
ウ
ラ
マ
ケ
テ
の
語
は
、
集
中
他
に
用
例
が
な
い
。
そ
こ
で
、
ウ
ラ
ガ
ナ
シ
・
ウ
ラ
グ
ハ
シ
・
ウ
ラ
コ
ヒ
・
ウ
ラ
サ
ビ
な
ど
、

明
ら
か
に
ウ
ラ
が
「
心
」
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
「
衣
」
と
関
わ
り
の
あ
る
ウ
ラ
の
例
を
み
る
と
、

　
　
っ
る
は
み
　
　
あ
は
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
橡

の

袷

の

衣裏
に
せ
ば
我
強
ひ
め
や
も
君
が
来
ま
さ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
i
二
九
六
五
）

　
　
あ
か
き
ぬ
　
　
ひ
と
う
ら
　
　
ニ
う
も

　
　赤
吊
の
純
裏
の
衣
長
く
欲
り
我
が
思
ふ
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
ー
二
九
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
は
せ

があ
り
、
前
者
は
「
袷
」
、
後
者
は
「
ひ
と
え
」
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
「
着
物
の
裏
」
の
意
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
は
り
ぷ
く
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
針
袋
取
り
上
げ
前
に
置
き
返
さ
へ
ば
お
の
と
も
お
の
や
裏
も
継
ぎ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
－
四
一
二
九
）
　
　
　
一

は
、
針
袋
が
裏
ぎ
れ
付
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
一
首
、

　
　
つ
る
は
み
　
　
ひ
と
え
　
　
こ
ろ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゆ
ゑ

　
　橡
の
一
重
の
衣
裏
も
な
く
あ
る
ら
む
児
故
恋
ひ
渡
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
ー
二
九
六
八
）

の

上
二句
は
「
裏
も
な
く
」
を
起
こ
す
序
、
ウ
ラ
に
は
、
「
着
物
の
裏
」
と
「
心
」
の
意
と
が
言
い
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　ウ
ラ
マ
ケ
テ
の
語
を
『
注
繹
』
で
は
、
〔
訓
繹
〕
の
項
に
「
こ
こ
は
衣
類
を
裁
つ
場
合
で
あ
る
か
ら
裏
を
用
意
し
て
と
い
ふ
の
は
ど
う

かと
思
は
れ
、
『
う
ら
』
は
『
心
』
の
意
で
、
心
づ
も
り
し
て
、
と
解
く
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
説
い
て
い
る
が
、
「
裏
」
は
、
「
裏
地
」
の

こ
と
と
考
え
て
「
裏
地
に
す
る
た
め
の
布
を
裁
つ
」
と
み
る
な
ら
ば
不
審
は
な
い
。

　ウ
ラ
マ
ケ
テ
は
、
こ
こ
一
二
七
八
番
歌
で
は
、
衣
の
裏
地
に
「
心
」
の
意
を
に
お
わ
せ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
、
こ
の
解

釈
は
さ
き
に
整
理
し
た
，
日
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か



何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

三　
　
「
差
大
裁
」
に
つ
い
て

　結
句
「
差
大
裁
」
は
、
ヤ
ヤ
ヒ
ロ
ク
タ
テ
（
童
蒙
抄
）
、
イ
ヤ
ヒ
ロ
ク
タ
テ
（
古
義
）
と
も
訓
ま
れ
て
い
た
が
『
代
匠
記
』
精
に
は

「ヤ
・
オ
ホ
ニ
ト
読
テ
、
ヤ
・
オ
ホ
キ
ニ
ト
意
得
ベ
シ
」
と
あ
り
、
現
在
は
ヤ
ヤ
オ
ホ
ニ
タ
テ
と
の
訓
み
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
「
大
き
く
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
オ
ホ
ニ
は
、
こ
の
作
の
他
に
は
集
中
例
を
見
な
い
。
ヤ
ヤ
オ
ホ
ニ
は
「
少
し
大
き
め
に
」
、
裁

テ
は
命
令
の
形
で
あ
る
か
ら
、
「
少
し
大
き
め
に
裁
っ
て
く
れ
」
と
懇
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
「
何
故
に
大
き
く
と
い
っ
て
ゐ
る
か
分
ら
な
い
」
と
す
る
『
総
繹
』
（
窪
田
空
穂
）
は
、
続
け
て
「
早
婚
の
時
代
で
あ
っ

た
か
ら
饅
の
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
も
取
れ
る
」
と
い
う
。
『
金
子
評
繹
』
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
を
引
い
て

「当
時
の
政
府
の
方
針
も
社
会
の
趨
勢
に
押
さ
れ
て
、
容
儀
帯
楓
を
重
ん
ず
る
や
う
に
な
り
、
狭
標
細
領
を
嫌
ひ
（
和
銅
元
年
制
）
一
般
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下層
民
ま
で
脛
裳
を
禁
じ
て
白
袴
を
穿
か
せ
（
慶
雲
三
年
の
制
）
社
の
浅
い
の
を
厳
禁
し
（
和
銅
五
年
）
な
ど
し
た
」
（
4
＞
と
言
い
、
続
け
　
　
　
　
一

て

「こ
の
歌
は
、
寛
潤
な
服
が
新
流
行
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
よ
か
ら
う
」
と
説
き
、
『
中
西
蛭
螺
繊
本
』
は
「
寛
潤
な

服
装

が
ダ
ン

デ
ィ
で
あ
っ
た
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
『
全
注
』
（
渡
瀬
昌
忠
氏
）
に
は
「
や
や
大
柄
な
男
の
立
場
か
ら
の
注
文
か
」
と

あ
っ
て
、
想
像
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ほ
か
に
考
え
ら
れ
そ
う
な
こ
と
は
、
や
が
て
秋
に
な
り
冬
に
な
れ
ば
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
、
と

い
っ
た
事
で
あ
る
。
『
注
繹
』
に
「
秋
冬
用
と
し
て
下
着
を
か
さ
ね
る
為
と
い
ふ
事
も
考
へ
ら
れ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
言
い
、
『
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
せ

学
館
全集
本
』
の
頭
注
に
「
秋
冬
に
着
る
べ
き
も
の
な
の
で
袷
を
望
ん
で
い
う
」
と
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
の
注
記
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
諸
説
の
い
ず
れ
か
が
言
う
通
り
の
、
そ
う
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
、
い
ず
れ
も
が
歌
心
を

離
れた
現
実
的
な
解
釈
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



四　
結
　
　
び

　
思う
と
こ
ろ
を
述
べ
て
、
こ
の
小
考
の
結
び
と
し
よ
う
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
ヤ
ヤ
ォ
ホ
ニ
タ
テ
は
、
男
女
が
共
寝
を
す
る
た
め

に

「大き
め
に
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
に
、
キ
ヌ
は
上
着
を
指
し
、
コ
ロ
モ
は
下
着
を
指
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
5
）

と
い
う
。
伊
藤
博
氏
は
「
こ
ろ
も
片
敷
く
」
の
語
を
有
す
る
集
中
の
作
品
四
首
（
九
ー
一
六
九
二
・
一
〇
1
二
二
六
一
・
＝
ー
二
六
〇

八
・
一
五
ー
三
六
二
五
）
の
大
部
分
が
旅
先
に
お
け
る
男
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
〔
6
）
、
「
片
敷
き
」
に
つ
い
て
は
「
萬
葉
時
代
の
男

女
の共
寝
は
、
二
人
の
こ
ろ
も
を
敷
い
て
床
と
す
る
の
が
習
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
、
続
い
て
「
妻
の
魂
、
妻
の
体
臭
の
こ
も
る

『こ
ろ
も
』
だ
け
を
敷
い
て
（
着
て
）
、
男
は
旅
の
独
り
寝
を
嘆
く
…
…
」
（
ヱ
と
説
く
。
キ
ヌ
と
コ
ロ
モ
と
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
、
下
着

以外
を
敷
い
て
寝
る
と
い
う
こ
と
は
当
時
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
の
作
者
に
そ
う
し
た
区
別
の
意
識
を
認
め
る
な
ら
ば
と
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
く
、
　
そ
う
す
れ
ば
、
先
に
あ
げ
た
「
衣
裁
吾
妹
」
の
訓
も
寛
永
本
の
訓
コ
ロ
モ
タ
ツ
ワ
ギ
モ
の
方
が
理
屈
に
合
っ
て
く
る
こ
と
に
　
　
　
　
一

な
ろ
う
が
、
こ
こ
は
「
裏
地
を
設
け
て
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
キ
ヌ
タ
ツ
ワ
ギ
モ
と
の
訓
は
、
字
余
り
に
な
る
の
を

避け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ー
こ
の
一
首
の
場
合
は
、
「
衣
片
敷
き
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
と
旅
先
で
の
悲
哀
を
歌
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
言
え
ば
、
浮
き
浮
き
し
た
気
持
ち
で
「
妹
と
の
共
寝
を
思
っ
て
い
る
男
の
作
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
家
を
出
か
け
に
、
愛

す
る
女
性
と
の
共
寝
に
期
待
を
こ
め
て
男
が
発
し
た
誘
い
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
「
ち
ょ
っ
と
大
き
め
に
し
て
お
い
て
お
く
れ
」

と
、
軒
下
か
ど
こ
か
で
相
手
に
注
文
を
つ
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
て
　
　
　
　
　
　
　
お
の
づ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
も
よ

　
　…
…
　
し
き
た
へ
の
　
衣
手
か
へ
て
　
自
妻
と
　
頼
め
る
今
夜
　
秋
の
夜
の
　
百
夜
の
長
さ
　
あ
り
こ
せ
ぬ
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（四
ー
五
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　し
き
た
へ
の
衣
手
離
れ
て
玉
藻
な
す
な
び
き
か
寝
ら
む
我
を
待
ち
か
て
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
ー
二
四
八
三
）

何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か



何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

　
　し
き
た
へ
の
衣
手
離
れ
て
我
を
待
つ
と
あ
る
ら
む
児
ら
は
面
影
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
1
二
六
〇
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ

のよ
う
に
、
衣
（
衣
手
）
に
共
寝
の
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
多
い
。
ほ
か
に
「
袖
」
・
「
衣
」
・
「
た
も
と
」
等
の
語
が
、
共
寝

へ
の期
待
や
下
心
を
込
め
た
歌
に
多
く
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ

　
　う
ら
ぶ
れ
て
離
れ
に
し
袖
を
ま
た
ま
か
ば
過
ぎ
に
し
恋
い
乱
れ
来
む
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
ー
二
九
二
七
）

　
　
　
　
　
　
　
さ
　
き
さ
は
　
　
　
へ
　
　
　
　
く
ず
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ

　
　を
み
な
へ
し
佐
紀
沢
の
辺
の
ま
葛
原
い
つ
か
も
繰
り
て
我
が
衣
に
着
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
ー
＝
二
四
六
）

　
　
　
　
　
　
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め
　
　
　
　
　
い
も
　
　
た
も
と
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　う
つ
つ
に
は
更
に
も
え
言
は
ず
夢
に
だ
に
妹
が
手
本
を
ま
き
寝
と
し
見
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
ー
七
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
う
ま
い

　
　白
た
へ
の
手
本
ゆ
た
け
く
人
の
寝
る
味
宿
は
寝
ず
や
恋
ひ
渡
り
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ニ
ー
二
九
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
い

は
、
そ
う
し
た
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
右
の
歌
の
中
の
「
味
宿
」
に
つ
い
て
は
、
「
安
宿
」
が
一
般
的
に
「
安
ら
か
な
眠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
い

り
。
安
眠
」
の
意
を
表
わ
す
の
に
対
し
、
「
味
宿
」
は
「
男
女
が
共
寝
で
寝
る
こ
と
」
を
表
わ
す
用
語
で
あ
る
と
の
説
（
8
）
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
二
七
八
番
歌
の
「
や
や
大
に
裁
て
」
を
、
「
共
寝
を
す
る
た
め
に
布
地
を
大
き
め
に
裁
て
」
と
の
男
か
ら
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
ま

女
へ
の
か
ら
か
い
半
分
の
語
り
か
け
と
み
れ
ば
、
旋
頭
歌
全
般
に
共
通
す
る
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
、
一
首
は
妻
覚
ぎ
の
戯
笑
歌
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
稲
岡
耕
二
氏
（
9
）
・
岩
下
武
彦
氏
〔
、
〉
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
旋
頭
歌
に
お
け
る
民
謡
性
や
「
笑
わ

せ歌
」
と
し
て
の
性
格
が
、
こ
こ
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
全
注
繹
』
は
、
古
今
和
歌
集
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
と

　
　う
れ
し
さ
を
何
に
包
ま
む
唐
衣
挟
ゆ
た
か
に
た
て
と
言
は
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
七
・
雑
歌
上
）

を
あ
げ
て
、
一
二
七
八
番
歌
と
＝
脈
通
じ
る
所
の
あ
る
歌
」
と
評
し
、
続
け
て
「
そ
れ
は
ゆ
た
か
に
衣
を
裁
つ
と
い
ふ
所
に
生
ず
る
ゆ

た
か
な
気
分
が
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
男
女
は
、
あ
る
い
は
新
婚
生
活
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
一
陣
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
夏
の
日
の
ひ
と
と
き
、
打
ち
解
け
あ
っ
た
男
女
の
、
あ
か
る
く
、

ほ

の

ぼ
のと
し
た
情
愛
が
感
じ
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。



注
（1
）
　
「
頴
力
”
　
○
頭
髪
の
白
い
さ
ま
。
⇔
頴
頴
は
、
光
る
さ
ま
。
θ
天
に
漂
ふ
博
大
な
気
。
⑳
お
ほ
き
い
。
⑪
或
は
皓
・
縞
・
碑
・
忌
・
頴
に

　
作る
。
㊧
昊
に
通
ず
Q
」
（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
）
。
「
影
」
と
は
、
別
字
。

（2
）
　
岡
本
誠
之
氏
『
鋏
（
は
さ
み
）
』
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
・
法
政
大
学
出
版
局
発
行
）
六
六
ペ
ー
ジ
。

（3
）
　
脇
山
七
郎
氏
（
「
萬
葉
集
の
旋
頭
歌
」
萬
葉
集
大
成
第
七
巻
）
は
、
集
中
の
旋
頭
歌
を
、
（
一
）
問
答
歌
形
式
　
　
（
二
）
呼
び
か
け
形
式

　　
（
三
）
呼
び
か
け
形
式
の
変
形
　
　
（
四
）
繰
り
返
し
形
式
　
　
（
五
）
そ
の
他
、
の
五
種
に
分
類
し
、
一
二
七
八
番
歌
は
「
呼
び
か
け
形
式
」
の
歌

　

であ
る
と
説
く
。

（4
）
　
　
『
続
日
本
紀
』
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ち
の
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ニ
と
の
り
　
　
　
　
　
て
ん
が
　
　
　
　
　
　
は
ト
き
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
も
は
ら
し
ろ
　
　
は
か
ま
　
　
き

　
　慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
十
二
月
条
「
己
卯
（
九
日
）
、
　
勅
あ
り
て
天
下
を
し
て
脛
裳
を
脱
ぎ
て
一
白
き
袴
を
著
し
む
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
八
月
条
「
鯖
．
軽
（
七
日
）
、
搬
つ
ら
く
、
『
齪
舗
地
轡
．
廷
の
襟
ぽ
の
職
さ
、
旭
古
己
且
い
一
っ
ぽ
忌
和
、
ぷ
の
赫
パ
に
し
隣
ひ
　
　
　
　
一

　
　
ニ
れ
　
　
つ
く
　
　
　
　
ま
た
　
　
ニ
う
も
　
　
え
り
　
　
ま
じ
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
た
だ
し
　
　
そ
で
く
ち
　
　
む
な
　
　
　
　
ち
ひ
さ
　
　
　
　
こ
ろ
も
　
　
え
り
　
　
ほ
そ
　
　
せ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
て

之を
為
れ
。
又
、
衣
の
領
は
接
へ
作
る
こ
と
を
得
。
但
、
標
口
の
空
し
く
小
く
、
衣
の
領
の
細
く
狭
き
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
は
，
†
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
と
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
じ
　
　
ひ
と
た
ち
　
　
い
ふ
く
　
　
か
た
　
　
あ
る
　
　
そ
で
け
ふ
せ
う
　
　
　
　
あ
る

　
　和
銅
五
年
（
七
一
二
）
十
二
月
条
「
十
二
月
（
乙
未
朔
）
の
辛
丑
（
七
旦
、
制
つ
ら
く
、
『
諸
司
の
人
等
、
衣
服
の
作
、
或
は
標
狭
小
に
、
或
は

　
す
そ
ち
や
う
だ
い
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
え
り
　
　
あ
ひ
す
ぐ
　
　
　
　
　
は
な
は
　
　
あ
さ
　
　
　
　
か
う
し
　
　
と
き
ひ
ら
　
　
や
す
　
　
　
　
か
く
　
　
ご
と
　
　
ふ
く
　
　
お
ほ
　
　
　
　
む
ら
い
　
　
な
　
　
　
　
よ
う
　
　
　
　
そ
　
じ
　
　
　
　
　
　
お
ご
そ
か

　裾
長
大
な
り
。
又
、
妊
の
相
過
る
こ
と
甚
だ
浅
く
、
行
起
の
時
開
き
易
し
。
此
の
如
き
服
は
大
き
に
無
礼
と
為
す
。
宜
し
く
所
司
を
し
て
　
厳

　
　
　
び
　
ん
じ
　
　
　
く
は
　
　
　
　
ま
た
む
　
ゐ
　
　
　
て
う
ぶ
く
　
　
い
ま
よ
り
の
　
ち
み
な
す
そ
つ
き
　
　
わ
う
え
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
す
そ
　
　
ひ
ろ
　
　
　
　
い
ち
さ
ぐ
に
さ
ん
い
　
げ

　
に
禁
止
を
加
へ
、
又
王
位
の
朝
服
は
自
今
以
後
皆
欄
の
黄
衣
を
著
け
よ
。
欄
の
広
さ
は
一
尺
二
寸
以
下
」
と
」
。

　
と
あ
る
。

（5
）
　
　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇
』
（
三
省
堂
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も

（6
）
　
伊
藤
博
氏
゜
腸
示
の
四
首
中
の
一
首
は
、
「
袖
片
敷
き
て
」
と
あ
る
長
歌
、
（
一
五
ー
三
六
二
五
）
「
…
…
　
別
れ
に
し
　
妹
が
着
せ
て
し
　
な
れ

　
ご
ろ
も
　
そ
で
か
た
し

　
衣

　
袖
片
敷
き
て
　
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
で
あ
る
。
「
こ
ろ
も
片
敷
き
…
…
」
と
歌
う
三
首
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
九
ー
一
六
九
二
）
「
我

　
　
　
　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
せ
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ
　
　
い
　
つ

　
が恋
ふ
る
妹
は
逢
は
さ
ず
玉
の
浦
に
衣
片
敷
き
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
、
（
一
〇
ー
二
二
六
一
）
「
泊
瀬
風
か
く
吹
く
夕
は
何
時
ま
で
か
衣
片
敷
き
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
ひ
と
り
寝
む
」
、
（
＝
ー
二
六
〇
八
）
「
妹
が
袖
別
れ
し
日
よ
．
り
白
た
へ
の
衣
片
敷
き
恋
ひ
つ
つ
そ
寝
る
」
。

何故
に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か



何
故に
「
や
や
大
に
裁
て
」
か

（7
）
　
伊
藤
博
氏
「
萬
葉
の
い
の
ち
」
（
一
九
八
三
年
六
月
・
塙
書
房
）
二
六
ペ
ー
ジ
。

（8
）
　
坂
本
信
幸
氏
「
宮
人
の
安
宿
も
寝
ず
ー
巻
十
五
・
三
七
七
一
の
歌
の
解
繹
に
つ
い
て
ー
」
二
萬
葉
』
第
七
十
八
号
・
昭
和
四
十
七
年
二
月
）
。

（9
）
　
稲
岡
耕
二
氏
の
「
人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
の
位
置
」
（
『
萬
葉
集
研
究
』
第
三
集
）
に
は
、
旋
頭
歌
の
有
す
る
集
団
性
・
民
謡
性
が
指
摘
さ
れ
て

　
い
る
。

（1
0
）
　
岩
下
武
彦
氏
の
「
旋
頭
歌
の
享
受
の
場
ー
人
麻
呂
歌
集
論
と
し
て
ー
」
（
大
久
保
正
編
『
万
葉
と
そ
の
伝
統
」
）
で
は
、
（
七
ー
一
二
七
五
）

　
　
み
の
え
　
　
セ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
し
だ

　

住
吉
の
小田
を
刈
ら
す
児
奴
か
も
な
き
奴
あ
れ
ど
妹
が
み
た
め
と
私
田
刈
る
」
等
を
と
り
あ
げ
て
、
戯
笑
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

〔附記
〕
小
稿
に
つ
い
て
ご
助
言
、
ご
教
示
を
戴
い
た
大
阪
国
文
談
話
会
（
上
代
部
会
）
の
諸
氏
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一1
0
一


